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一

十
世
紀
の

『

白
氏
文
集』

『

宋
史』

日
本
国
伝
に
は
、
雍
煕
元
年

[

九
八
四] (

１)

東
大
寺
の
僧�
然
に
よ
る
入
宋
謁
帝
の
事
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る

(

２)

。

�
然
は

｢

其
の
徒
五
六
人｣

と
渡
海
し
、
礼
物
と
し
て

｢

銅
器｣

十
餘
基
と
日
本
国
の

｢

職
員
令

(

３)｣

、
神
代
よ
り
今
上
帝

(

円
融
天

皇)

ま
で
の
王
統
を
記
し
た

｢

王
年
代
記｣
な
ど
を
献
じ
た
と
い
う
。

ま
た�
然
は
華
言
に
通
ぜ
ず
、
筆
談
を
以
て
応
じ
た
と
い
う
が
、
彼
は
歴
代
天
皇
の
み
な
ら
ず
、
日
本
国
の
産
業
、
気
候
、
郡
や
宿

駅
の
数
、
成
年
男
子
の
人
口
ま
で
を
も
つ
ぶ
さ
に
報
告
し
て
い
る
。
就
中
、
我
が
国
に
流
通
し
て
い
る
書
籍
に
つ
い
て

｢

国
中
に
五
経

の
書
及
び
仏
経
、
白
居
易
集
七
十
巻

○

○

○

○

○

○

○

有
り
、
並
び
に
中
国
よ
り
得
た
り

(

４)｣
(

傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ)

と
の
回
答
は
、
当
時
の
日
本
知

識
層
の
読
書
傾
向
を
知
る
手
懸
か
り
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
証
言
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
歴
代
数
多
く
の
文
人
墨
客
を
輩
出
す
る
中
国
に
お
い
て
、
唯
一
白
居
易
の
詩
文
集
の
み
が
、
こ
の
よ
う
に
経
書
や
仏
典

に
伍
し
て
、
し
か
も
単
独
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
今
日
よ
り
見
れ
ば
些
か
奇
異
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
発
言
は
、
た
だ
に

日
本
僧
な
る
が
ゆ
え
の
井
底
蛙
的
私
見
で
は
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う

(

５)
。
筆
者
の
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の�
然
の
返
答
は
、

明
敏
に
も
当
時
の
中
国
本
土
の
文
学
の
あ
り
よ
う
に
即
し
、
我
が
国
の
文
化
水
準
が
、
周
辺
諸
外
国
に
比
し
て
毫
も
遜
色
無
き
こ
と
を

具
体
的
に
示
そ
う
と
し
た
発
言
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
と
き
、『
白
氏
文
集』

は
中
国
に
お
い
て
知
識
人
必
読
必
携
の

第
一
の
文
学
書
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
。
例
え
ば
九
世
紀
、
大
中
十
二
年

[

八
五
八]
前
の
進
士
と
考
証
さ
れ
る
張
為
は
、『

詩
人
主

中
国
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集
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客
図』

を
著
し
、
白
居
易
を

｢

広
大
教
化
の
主｣

と
し
て
そ
の
第
一
位
に
推
戴
し
た

(

６)

。
ま
た
、
呉
融

『

貫
休
弾
月
集
序』

(

光
化
二
年

[
八
九
九])

も
、
張
為
図
の
主
張
を
全
面
的
に
是
と
し
て
い
る

(

７)

。
や
が
て
十
世
紀
に
入
り
五
代
後
蜀
の
韋�
撰

『

才
調
集』

十
巻
は
、
そ

の
巻
一
冒
頭
お
よ
び
巻
五
に
白
居
易
詩
併
せ
て
二
十
七
首
を
抄
録
す
る
が
、
更
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
の
は
、�

然
来
朝
と
ほ
ぼ

時
を
同
じ
く
し
て
編
集
が
始
ま
っ
て
い
た

『

文
苑
英
華』

一
千
巻
で
あ
る
。
こ
の
一
大
勅
撰
詞
華
集
は
太
平
興
国
七
年

[

九
八
二]

九
月

編
集
開
始
、
雍
煕
三
年

[

九
八
六]

十
二
月
に
完
成
し
た
が
、
う
ち
白
氏
の
作
品
数
は
七
百
餘
首
に
の
ぼ
り
、
他
の
文
人
に
比
べ
抜
群
の

大
差
を
以
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。�
然
の
発
言
に
は
、
当
時
の
中
国
の
こ
の
よ
う
な
文
化
状
況
が
そ
の
ま
ま
投
影
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
、
か
く
し
て
北
宋
第
二
代
皇
帝
太
宗
は
、
こ
の
異
邦
の
仏
僧
の
朝
覲
を
嘉
し
、
彼
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
勅
版
大
蔵
経

(

８)

一
套
を
下
賜
す
る
と
と
も
に
、
五
台
山
巡
礼
の
許
可
な
ど
の
数
々
の
便
宜
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
か
か
る

『

白
氏
文
集』
重
視
の
傾
向
は
、
渤
海
や
新
羅
、
そ
し
て
続
く
高
麗
王
朝
と
い
っ
た
当
時
の
近
隣
諸
国
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
市
場
に
お
い
て
し
き
り
に
白
詩
を
購
求
し
た

｢�
林

(

＝
新
羅)

の
賈
人｣

の
事
は
、
既
に
元�『

白
氏

長
慶
集
序』

(

長
慶
四
年

[

八
二
四])

に
見
え
る
有
名
な
挿
話
で
あ
る

(

９)

が
、
更
に
我
が
国
菅
原
道
真

(

八
四
五

〜
九
〇
三)

の
詩
を
評
し
た
渤
海

使
裴�
言
葉

｢

礼
部
れ
い
ほ
う

侍
郎

(

＝
道
真)

は
白
氏
の
体
を
得
た
り

(�)｣
も
、
白
詩
を
文
学
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
す
る
共
通
認
識
が
海
を
越
え

て
存
在
し
て
い
れ
ば
こ
そ
成
立
す
る
発
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
世
紀
の
我
が
国
に
は
大
江
維
時

(

八
八
八

〜
九
六
三)

に
よ
っ
て

『

千
載
佳

句』

が
編
集
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
相
前
後
す
る
羅
末
麗
初
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
唐
新
羅
の
詩
人
三
十
家
各
十
首
の
七
言
律
詩
を
選

録
す
る

『

名
賢
十
抄
詩』

な
る
書
物
が
編
ま
れ
て
い
た

(�)
。
こ
の
両
部
の
書
は
、
と
も
に
七
言
詩
の
み
を
抄
録
し
、
唐
詩
の
名
家
と
と
も

に
崔
致
遠

(

八
五
八

〜
？)

を
は
じ
め
と
す
る
新
羅
詩
人
若
干
名
を
含
む
な
ど
類
似
点
が
極
め
て
多
い
が
、
や
は
り
白
居
易

『

白
氏
文
集』

と
そ
の
周
囲
の
中
唐
詩
人
群
に
抄
出
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、
両
者
の
決
定
的
な
同
時
代
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

九
世
紀
よ
り
十
世
紀
に
至
る
環
シ
ナ
海
・
環
日
本
海
一
帯
は
、
今
日
よ
り
想
像
す
る
以
上
に
は
る
か
に
緊
密
な
文
化
交
流
が
あ
り
、

そ
の
最
も
重
要
な
紐
帯
こ
そ
が『

白
氏
文
集』

だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
十
一
世
紀
の
は
じ
ま
り
と
と
も
に
、

我
が
国
で
は
平
安
王
朝
文
学
が
開
花
し
、『

源
氏
物
語』

を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
文
学
作
品
が
成
立
す
る
が
、
か
く
い
う

『

源
氏

物
語』

に
お
け
る
白
詩
句
の
頻
繁
な
引
用

(�)

も
、
こ
の
東
ア
ジ
ア
地
域
の
大
き
な
文
化
潮
流
の
中
で
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
実
に
自
然
な

趨
勢
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
も
、
ま
た
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

十
三
世
紀
の

『

白
氏
文
集』
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二

藤
原
定
家
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

さ
て
、
考
察
の
時
間
軸
を
く
だ
り

(

前
頁
関
連
略
年
表
参
照)

、
本
稿
の
表
題
た
る
十
三
世
紀

(

厳
密
に
は
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三

世
紀
前
半)
に
移
っ
て
論
述
を
展
開
し
た
い
。
本
節
の
中
心
人
物
は
藤
原
定
家

(

一
一
六
二

〜
一
二
四
一)

で
あ
る
。

既
に
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
藤
原
定
家
は
、
歌
人
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
歌
論
や
有
職
故
実
な
ど
の
研
究
者

と
し
て
の
業
績
に
も
実
に
見
る
べ
き
も
の
が
多
い
。
更
に
筆
者
は
こ
こ
で
、
我
が
国
に
お
い
て

『

白
氏
文
集』

を
精
読

(�)

し
た
屈
指
の
文

人
の
一
人
と
し
て
、
定
家
の
活
動
を
以
下
に
検
証
し
て
み
た
い
。
十
三
世
紀
の
日
本
に
お
い
て

『

白
氏
文
集』

が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ

て
い
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
の
か
。
定
家
の
諸
著
作
は
、
そ
れ
を
窺
い
知
る
に
足
る
恰
好
の
資
料
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

定
家
と

『

白
氏
文
集』

と
の
関
係
を
知
る
上
で
、
恐
ら
く
最
も
有
名
な
事
例
は
、
彼
の
日
記

『

明
月
記』

治
承
四
年

[

一
一
八
〇]

九
月

の
条

(�)

に
見
え
る

｢

世
上
に
乱
逆
追
討
の
耳
に
満
つ
と
雖
も
、
之
れ
を
注
せ
ず
。
紅
旗
征
戎

○

○

○

○

吾
が
事
に
非
ず

○

○

○

○

○

○｣
(

原
漢
文)

の
一
節
で
あ

ろ
う
。
傍
点
の
部
分
は

『

白
氏
文
集』

巻
十
七

｢
劉
十
九
同
宿
時
淮
寇
初
破｣

詩

[

作
品
番
号
一
〇
四
〇]

冒
頭
句

｢

紅
旗
破
賊
吾
が
事

に
非
ず｣

に
基
づ
く

(�)
。
折
し
も
こ
の
治
承
四
年
は
以
仁
王
の
騒
乱

(

五
月)

、
源
頼
朝
の
石
橋
山
挙
兵

(

八
月)

が
あ
り
、
当
該
部
分

は
そ
の
頼
朝
追
討
の
た
め
関
東
に
向
か
う
平
維
盛
の
事

(
九
月)

を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
に
定
家
十
九
歳
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の

『

白
氏
文
集』

と
の
出
会
い
が
早
く
も
十
代
に
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
晩
年
に
至
っ
て
も

『

白
氏
文
集』

は
彼
の
座
右
に
存
し
た
。『

明
月
記』

寛
喜
二
年

[

一
二
三
〇]

十
二
月
三
十
日

(�)

、
即
ち
定
家

六
十
九
歳
の
大
晦
日
、
彼
は
自
身
の
家
系
に
お
い
て
七
十
以
上
の
長
寿
を
全
う
し
た
祖
先
四
十
六
名
を
列
記
す
る
が
、
そ
こ
に

｢

抑
そ
も
そ

も

白
氏
文
集

○

○

○

○

の
中
に
多
く
此
の
句
有
り
、
人
生
七
十
稀

○

○

○

○

○

と｣
(

原
漢
文)
と
あ
る
。
七
十
古
稀
の
語
は
、
今
日
で
は
杜
甫
の
詩
を
出
典
と

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
定
家
の
当
時
は

『

白
氏
文
集』

に
習
見
す
る
語

(

白
氏
も
杜
詩
を
典
拠
と
す
る
の
だ
が

(�))

と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
注
目
さ
れ
る
著
作
は
、
建
保
六
年

[

一
二
一
八]

定
家
五
十
七
歳
の
句
題
和
歌

『
文
集
百
首

(�)』
で
あ
る
。
文
集
と
は

『

白
氏
文
集』

十
三
世
紀
の

『

白
氏
文
集』
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の
謂

(�)
で
あ
り
、
白
詩
の
佳
句
百
題
を
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
歌
を
つ
け
て
ゆ
く
趣
向
の
も
の
で
あ
る
。
全
一
百
題
は
、
春
夏
秋
冬
の

前
半
五
十
題
と
、
恋
、
山
家
、
旧
里
付
懐
旧
、
閑
居
、
述
懐
、
無
常
、
法
門
の
後
半
五
十
題
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
は

慈
円
僧
正

(
一
一
五
五

〜
一
二
二
五)

の
発
案
に
よ
り
、
定
家
は
そ
れ
に
追
随
す
る
か
た
ち
で
ま
と
め
ら
れ
た

(�)

も
の
で
あ
る
が
、
定
家
は
た
だ
慈

円
の
句
題
に
漫
然
と
追
和
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
其
六
十

(

山
家)

慈
円
の
句
題
歌
は
、

何
時
解
塵
網

此
地
來
掩
關

(

何
れ
の
時
に
か
塵
網
を
解
き
、
此
の
地

来
た
り
て
関
を
掩お

ほ

は
ん)

い
つ
よ
り
か

す
む
べ
き
山
の
い
ほ
な
ら
む

か
つ
が
つ
と
ま
る
我
が
心
か
な

と
あ
る
が
、
定
家
の
其
六
十
の
句
題
歌
は
、

山
秋
雲
物
冷

(

山
は
秋
に
し
て

雲
物
冷
や
や
か
な
り)

秋
山
の
岩
ほ
の
枕
た
づ
ね
て
も

ゆ
る
さ
ぬ
雲
ぞ

旅
こ
こ
ち
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
佐
藤
恒
雄
氏
や
雋
雪
艶
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

(�)

、
定
家
は
慈
円
句
題
の
出
典

(｢

秋
山｣

詩

[

〇

二
〇
六]

『

白
氏
文
集』

巻
五)

全
文
を
知
悉
し
、
慈
円
原
題
と
は
別
の
部
分

(

即
ち
慈
円
は
最
終
聯
第
十
三
・
十
四
句
、
定
家
は
第

三
句

(�))

を
句
題
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
の

『

白
氏
文
集』

に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
例
で
あ
る

(�)

。

さ
て
、
こ
こ
で

『

文
集
百
首』

に
関
し
て
是
非
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
慈
円
・
定
家
が
基
づ
い
た

『

白
氏
文
集』

の
テ
キ

ス
ト
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
神
鷹
徳
治
氏
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
た
事
柄

(�)
に
属
す
る
が
、
当
時
慈
円
そ
し
て
定
家
が
基
づ
い

た
白
居
易
の
詩
集
は
、
中
国
宋
代
に
お
い
て
出
版
さ
れ
は
じ
め
た

｢

刊
本｣

(

宋
刊
本
、
い
わ
ゆ
る
摺
本
文
集

す
り
ほ
ん
ぶ
ん
し
ゅ
う)

で
は
な
く
、
そ
れ
以

前
の
、
恐
ら
く
中
国
に
お
い
て
は
唐
代
に
書
き
写
さ
れ
た

｢
旧
鈔
本

(

唐
鈔
本)｣

に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『

文
集
百
首』

其
六
十
七

(

閑
居)

の
句
題
は
、

山
林
太
寂
寞

朝
闕
苦○

喧
煩

唯
茲
郡
閣
内

囂
靜
得
中
間

(�)
(

山
林
は
太

は
な
は
だ
寂
寞
に
し
て
、
朝
闕
は
苦

ね
ん
ご
ろ
に
喧
煩
た
り
。
唯
だ
茲こ

の
郡
閣
の
内
ぞ
、
囂
と
静
と

中
間
を
得
た
り
。)

と
あ
る
。
こ
の
詩
句
は

『

白
氏
文
集』

巻
八

｢

郡
亭｣

詩

[

〇
三
五
八]

の
結
尾
四
句
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
一
般
に
通
行
し
て
い
る

『

白
氏
文
集』

刊
本
系
統
の
諸
本

(

宋
紹
興
本
・
那
波
本
・
馬
本
・
汪
本)

で
は
、

山
林
太
寂
寞

朝
闕
空●

喧
煩

唯
茲
郡
閤＊

内

囂
靜
得
中
間

＊
汪
本
作

｢

閣｣
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と
な
り
、
所
掲
第
二
句
に
重
大
な
異
同
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
を
我
が
国
に
現
存
す
る
金
沢
文
庫
旧
蔵
本

(

現
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
(�))

に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
ま
さ
し
く

山
林
太
寂
寞

朝
闕
苦○

喧
煩

唯
茲
郡
閣
内

囂
靜
得
中
間

と
あ
っ
て
慈
円
・
定
家
所
引
の
本
文
に
一
致
す
る
の
で
あ
り

(�)

、
こ
れ
ら
の
諸
事
例

(�)

を
根
拠
と
し
て
、
神
鷹
氏
は
慈
円
・
定
家
所
見
の

『

白
氏
文
集』
が
唐
代
以
来
の
旧
鈔
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
蛇
足
な
が
ら
、
筆
者
か
ら
も
更
に
一
例
を
補
い
た
い
。『

文
集
百
首』

其
三
十
二

(

秋)

の
句
題
、

殘
影
燈

○

○

閃
牆

斜
光
月

○

○

穿�
(

残
れ
る
影

ほ
か
げ
は

燈
と
も
し
びの
牆か

べ

に
閃ひ

ら

め
き
、
斜
め
の
光
は

月
の�ま

ど

を
穿う

が

て
る
な
り)

は

(『

白
氏
文
集』

巻
十
、｢
夢
與
李
七�
三
十
二
同
訪
元
九｣

詩

[

〇
五
二
二]

、
第
十
九
・
二
十
句)

諸
刊
本
で
は
ひ
と
し
く
、

殘
燈●

影●

閃
牆

斜
月●

光●

穿�
(

残
燈

影
は
牆
に
閃
め
き
、
斜
月

光
は�
を
穿
つ)

に
作
っ
て
い
る
。
両
者
の
優
劣
は
に
わ
か
に
は
辨
じ
難
い
が
、
こ
こ
で
定
家
の
没
年
に
や
や
遅
れ
る
建
長
元
年

[

一
二
四
九]

よ
り
同
四
年

に
か
け
て
の
筆
抄
と
い
う
宗
性

『

白
氏
文
集
要
文
抄』

(

東
大
寺
図
書
館
蔵)

を
繙
く
と
、
当
該
部
分
は
や
は
り

殘
影
燈

○

○

閃
牆

斜
光
月
○

○

穿�
(

閃
字
右
旁
訓
注

｢

ホ
ノ
カ
ナ
リ｣

又

｢

キ
ラ
メ
ク｣

、
左
旁
訓
注

｢

ヒ
ラ
メ
ク｣)

と
あ
り
、
慈
円
・
定
家
抄
出
の
本
文
に
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に

『

文
集
百
首』

所
引
の
白
詩
は
、
承
和
以
来

(�)

我
が
国
に
お
い
て
読
み

継
が
れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
旧
鈔
本
に
よ
る
本
文
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

(�)

。

三

李
奎
報
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

定
家
と
生
没
年
を
ほ
ぼ
等
し
く
す
る
人
物
に
高
麗
王
朝
後
期
の
文
人
官
僚
李
奎
報

(

一
一
六
八

〜
一
二
四
一)

が
い
る
。
彼
の
詩
文
集
は

『

東

国
李
相
国
集』

と
称
し
、
奎
報
最
晩
年

(

高
宗
二
十
八
年)

に
勅
命
を
以
て
編
集
せ
ら
れ
た

｢

全
集｣

四
十
一
巻
と
、
没
後
筺
底
よ
り

発
見
さ
れ
嗣
子
李
涵
の
序
を
付
し
て
同
年
十
二
月
に
急
ぎ
追
補
上
呈
さ
れ
た

｢
後
集｣

十
二
巻
の
凡
五
十
三
巻
が
現
存
し
て
お
り
、
現

在
は

『

韓
国
文
集
叢
刊』

第
一
・
第
二
冊
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ
て
い
る

(

景
仁
文
化
社
一
九
九
〇

年)

。

李
奎
報
が
定
家
と
同
じ
く
白
詩
に
強
い
関
心
を
寄
せ
、『

白
氏
文
集』

を
耽
読
し
て
い
た
こ
と
は
、
韓
国
・
成
均
館
大
学
校
の
金
卿

十
三
世
紀
の

『

白
氏
文
集』

35
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東
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
我
が
国
に
も
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(�)

。
李
奎
報
の
創
作
活
動
と
、
そ
の
白
楽
天
へ
の
関
心
の
あ
り
か
た
に

つ
い
て
は
、
筆
者
も
別
稿
を
用
意
し
て
、
更
に
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
李
奎
報
が
依
拠
し
た『

白
氏
文
集』

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
み
、
以
下
簡
潔
に
報
告
し
た
い
。

李
奎
報

『
東
国
李
相
国
集』

(

全
集
四
十
一
巻
、
後
集
十
二
巻)

に
見
え
る
白
詩
の
影
響
と
し
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
合
計
三
十
四

首
を
か
ぞ
え
る
次
韻
詩
で
あ
る
。
い
ま
金
卿
東
氏
の
示
教

(�)

を
得
て
判
明
し
た
詩
題
、
お
よ
び
そ
の
原
唱
た
る
白
居
易
の
作
品
を
列
記
す

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る

(

上
段
が
李
奎
報
詩
、
下
段
が
白
居
易
詩)

。
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34
看
汁
酒
用
樂
天
韻

後
集
卷
三

33
次
韻
白
樂
天
在
家
出
家
詩

後
集
卷
三

32
次
韻
白
樂
天
春
日
閑
居

(

三
月
二
十
日
作)

後
集
卷
三

31
次
韻
白
樂
天
負
春
詩

後
集
卷
三

30
次
韻
白
樂
天
老
來
生
計
詩

後
集
卷
三

29
觀
白
樂
天
集
家
醸
新
熟
毎
嘗
輒
醉
妻
姪
等
勸
令
少
飲
之
詩
…

後
集
卷
二

28
次
韻
白
樂
天
出
齋
日
喜
皇
甫
十
早
訪

後
集
卷
二

27
又
和
假
滿
百
日
停
官
自
喜
詩

後
集
卷
二

24
〜
26
又
和
樂
天
心
身
問
答
三
首

後
集
卷
二

09
〜
23
次
韻
賦
和
白
樂
天
病
中
十
五
首
并
序

後
集
卷
二

08
次
韻
文
長
老
朴
還
古
論
槿
花
并
序

全
集
卷
十
四

07
白
天
院
賁
華
家
賦
海
棠
用
樂
天
詩
韻

(

李
秀
才
同
賦)

全
集
卷
十
三

06
又
用
白
公
韻
賦
文
長
老
草
履

全
集
卷
八

05
初
秋
又
與
文
長
老
訪
金
轍
用
白
公
詩
韻
各
賦
早
秋
詩

全
集
卷
八

04
金
君
乞
賦
所
飲
緑
瓷
盃
用
白
公
詩
韻
同
賦

全
集
卷
八

03
六
月
十
七
日
訪
金
先
達
軾
用
白
公
詩
韻
賦
之

全
集
卷
八

01
〜
02
訪
盧
秀
才
永
祺
用
白
樂
天
韻
同
賦
・
復
和

全
集
卷
七

白

｢

會
昌
元
年
春
五
絶
句｣

其
四

後
集
卷
六
十
八3486

白

｢

在
家
出
家｣

後
集
卷
六
十
八3463

白

｢

春
日
閑
居
三
首｣

其
一

後
集
卷
六
十
九3511

白

｢
負
春｣

後
集
卷
六
十
四3112

白
｢

老
來
生
計｣

後
集
卷
六
十
六3248
白

｢

家
醸
新
熟
毎
嘗
輒
醉
…
…｣

後
集
卷
六
十
四3121
白

｢

出
齋
日
喜
皇
甫
十
早
訪｣

後
集
卷
六
十
九3575

白

｢

百
日
假
滿
少
傅
官
停
自
喜
言
懷｣

後
集
卷
六
十
八3490

白

｢

自
戲
三
絶
句｣

後
集
卷
六
十
八3480

〜82

白

｢

病
中
詩
十
五
首
并
序｣

後
集
卷
六
十
八3408

〜22

白

｢

夢
與
李
七�
三
十
二
同
訪
元
九｣

卷
十

(

感
傷)

0522

白

｢

以
詩
代
書
寄
戸
部
楊
侍
郎
勸
買
東
隣
王
家
宅｣

後
集
卷
六
十
六3272

白

｢

宿
清
源
寺｣

卷
八

(

閑
適)

0338

白

｢

江
樓
月｣

卷
十
四

(

雜
律)

0761

白

｢

對
酒｣

卷
十

(

感
傷)

0470

白

｢

曲
江
感
秋
二
首｣

其
二

卷
十
一

(

感
傷)

0573

白

｢

歸
履
道
宅｣

後
集
卷
五
十
七2725
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次
韻
と
は
、
既
詠
の
作
品
の
押
韻
字(

偶
数
句
末
、
時
に
第
一
句
末
も
含
む)

を
固
定
し
た
ま
ま
、
全
く
新
し
い
詩
歌
を
創
作
す
る
、

近
体
漢
詩
独
特
の
作
詩
法
で
あ
る
。
そ
の
対
象
に
は
、
白
居
易
の
よ
う
な
古
人
の
名
作
の
み
な
ら
ず
、
目
前
の
相
手
の
贈
詩
に
対
し
、

文
字
通
り

｢

即
席｣

に
応
酬
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
元�
・
白
居
易
の
中
唐
期
に
試
み
ら
れ
、
以
後
宋
代
に
大
い
に
流
行
し
た
も
の
で

あ
る
。
李
奎
報
の
次
韻
詩
も
か
か
る
宋
代
の
風
習
に
準
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(�)

が
、
筆
者
は
、
こ
の
李
奎
報
次
韻
詩
の
う
ち
僅
一

例
で
は
あ
る
が
彼
が
目
睹
し
た

『

白
氏
文
集』

の
本
文
系
統
を
知
る
重
要
な
事
例
を
発
見
し
た

(

本
文
中
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
押
韻
字)

。

初
秋
又
與
文
長
老
訪
金
轍
用
白
公
詩
韻
各
賦
早
秋
詩

李
奎
報

(『

東
国
李
相
国
全
集』

巻
八
、
右
表
の
05)

初
秋

又
た
文
長
老
と
金
轍
を
訪
ひ
、
白
公
の
詩
韻
を
用
て
各
お
の
早
秋
の
詩
を
賦
す

銀
箭
初
驚
漏
漸
遲�
林
朱
實
燦
離
離

銀
箭

初
め
て
驚
き

漏
漸
く
遅
し�
林
の
朱
実
は
燦
と
し
て
離
離
た
り

輕�
寵
薄
身
先
認

團
扇
恩
疎
手
始
知

軽�
寵
の
薄
き
を

身
は
先
づ
認
め

団
扇
恩
疎
に
し
て
手
に
始
め
て
知
り
ぬ

碧
樹
露
寒
蝉�
曉

畫
梁
泥
盡
燕
歸
時

碧
樹

露
は
寒
し

蝉�
の
暁

画
梁

泥
は
尽
き
て

燕
帰
る
時
な
り

要
看
詞
客
偏
多
感

宋
玉
悲
辭
吏
部
詩

要も

し
詞
客
の
偏

ひ
と
へ
に
多
感
な
る
を
看
ん
と
せ
ば

宋
玉
が
悲
辞
吏
部
が
詩
な
ら
ん

こ
の
李
奎
報
の
詩
は

『

白
氏
文
集』

巻
十
四
に
見
え
る
の
次
の
詩

[

〇
七
六
一]

を
原
唱
と
す
る
。

江
樓
月

江
楼
の
月

白
居
易

(

明
・
馬
元
調
本

『

白
氏
長
慶
集』

に
よ
る)

嘉
陵
江
曲
曲
江
池

明
月
雖
同
人
別
離

嘉
陵
の
江
曲
と

曲
江
の
池
と

明
月
は
同
じ
と
雖
も
人
別
離
す

一
宵
光
景
潛
相
憶

兩
地
陰
晴
遠
不
知

一
宵
の
光
景

潜
か
に
相
憶
ふ
も

両
地
の
陰
晴

遠
く
し
て
知
ら
ず

誰
料
江
邊
懷
我
夜

正
當
池
畔
望
君
時

誰
か
料は

か

ら
ん

江
辺
に
我
を
懐
ふ
夜

正
に
池
畔
に
君
を
望
む
時
に
当
た
る
を

今
朝
共
語
方
同
悔

不
解
多
情
先
寄
詩

今
朝

共
に
語
り
て

方ま
さ

に
同と
も

に
悔
ゆ

多
情

先
づ
詩
を
寄
す
解あ
た

は
ざ
り
し
を

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
双
方
の
押
韻
字
で
あ
る
。
偶
数
句
末
は

｢
離
・
知
・
時
・
詩｣

と
正
確
に
韻
字
が
一
致
す
る
が
、
白
詩
第
一

句
末

｢

池｣

字

(

上
平
声
支
韻)

は
、
李
詩
で
は

｢

遅｣
(

上
平
声
脂
韻)
に
代
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
に
は

李
奎
報
が
白
詩
第
一
句
末
の
押
韻
を
考
慮
し
な
か
っ
た
と
す
る
見
方
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

『

白
氏
文
集』

諸
刊
本
の
字
句
異
同

を
検
す
る
と
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
宋
刊
本
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
刊
本

(

宋

紹
興
本
・
那
波
本)

に
よ
れ
ば
、
白
詩
第
一
聯
は
、
両
本
と
も
に

十
三
世
紀
の

『

白
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嘉
陵
江
曲
曲
江
遲●

明
月
雖
同
人
別
離

に
作
り
、
李
奎
報
は
こ
れ
ら
と
同
系
統
に
あ
る
宋
刊
本『

白
氏
文
集』

に
よ
っ
て
次
韻
字
を
確
定
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に｢

遅｣

字
が
誤
り
で
、
正
し
く
は｢

池｣

で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
唐
長
安
城
東
南
隅
の
著
名
な
行
楽
地
の
名
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
明
清
代
の
刊
本

(

馬
本
・
汪
本)

が
い
ず
れ
も

｢

池｣

字
に
訂
正
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
疑
い
な
い
が
、
第
三
に
本
稿
第

一
節
に
も
既
述
し
た
北
宋
初
期
所
編

『

文
苑
英
華』

巻
一
五
二

｢

天
部
・
雑
題
月｣

に
収
録
す
る
該
詩

(

詩
題
は

｢

江
樓
望
月｣

と
す

る)

も

｢

池｣

字
に
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。｢

遅｣

字
は
宋
刊
本
固
有
の
一
時
的
な
誤
刻
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
更
に
興
味
深
い
校
勘
資
料
が
存
す
る
。
金
沢
文
庫
旧
蔵

『

白
氏
文
集』

(

現
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵)

巻
十
四
の
当
該
箇
所
は
、
第
一
次
転
写
時
の
本
文
を
間
違
い
な
く

｢

嘉
陵
江
曲
々
江
池｣

と
す
る
が
、
嘉
禎
二
年

(

一
二
三
六)

の
第
二
次

校
勘
時

(�)
に
は
右
旁
に

｢

遲
摺
本｣
の
校
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
李
奎
報
た
ち
十
三
世
紀
の
高
麗
文
人
が
主
と
し
て
目

睹
し
た

『

白
氏
文
集』

は
、
間
違
い
な
く
当
時
中
国
よ
り
流
入
し
て
い
た
宋
刊
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

抄
本
の
日
本
、
刊
本
の
朝
鮮

十
三
世
紀
前
半
、
日
本
と
高
麗
両
国
の
文
壇
で
は
、
と
も
に

『

白
氏
文
集』

が
読
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
明

ら
か
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
、
十
世
紀
以
来
の
古
い
抄
本
に
よ
る
日
本
と
、
新
た
に
中
国
宋
代
に
開
版
さ
れ
た
宋
刊
本

に
基
づ
く

(�)

高
麗
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
筆
者
に
は
、
こ
れ
を
以
て
無
闇
に
我
が
国
の
テ
キ
ス
ト
の
優
位
を
誇
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
は
無

い
。
し
か
し
、
こ
の
差
異
は
極
め
て
微
小
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
の
ち
の
日
・
中
・
朝
三
地
域
の
文
化
形
成
の
大
き
な
分
岐
点
を
示
唆

し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

藤
原
定
家
た
ち
日
本
の
知
識
人
た
ち
が
、
承
和
以
来
の
旧
鈔
本
を
尊
重
し
た
背
景
に
は
、
日
本
独
自
の
文
化
受
容
の
ス
タ
イ
ル
、
ま

た
限
界
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
我
が
国
の
文
学
作
品
は
、
紀
貫
之

(

八
七
二

？
〜
九
四
六

？)

以
来

｢

仮
名｣

に
よ
る
創
作
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
中
国
に
お
い
て
発
明
さ
れ
た
印
刷
技
術
の
導
入
を
著
し
く
阻
む
結
果
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
十
三
世
紀
の
こ
の
時
、
写
本
と
刊
本
と
が
併
存
し
た
当
時
の
中
国
・
高
麗
の
状
況
に
比
べ
、
日
本
で
は
い
ま
だ
大
部
分
が
筆
写
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に
よ
る
書
物
流
通
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
却
っ
て
我
が
国
の
旧
鈔
本
を
温
存
す
る
防
御
壁
の
役
目
を

果
た
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
、
第
二
の
理
由
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
、
現
在
は
神
田
本
新
楽
府
や
上
述
の
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
な
ど
に

見
ら
れ
る
訓
点
の
存
在
で
あ
る
。
旧
鈔
本
に
は
後
世

｢

菅
家
点｣

も
し
く
は

｢

江
家
点｣

と
呼
ば
れ
る
訓
詁
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の

が
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
利
便
性
は
、
字
間
が
密
着
し
、
か
つ
行
間
に
黒
々
と
罫
線
を
も
つ
宋
刊
本
で
は
補
う
こ
と
の
難
し
い
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
第
三
の
理
由
と
し
て
は
、
本
稿
第
二
節
で
も
触
れ
た『

源
氏
物
語』

等
十
一
世
紀
の
和
文
文
学
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

｢

ふ
る
き
枕
ふ
る
き
衾
誰
と
共
に
か｣

(

源
氏
・
葵)

の
一
節
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
家
に
と
っ
て
は
紫
式
部
や
藤
原
公
任
ら
が
依

拠
し
た
テ
キ
ス
ト
こ
そ
が
最
も
望
ま
し
い

『

白
氏
文
集』

で
あ
り
、
想
像
す
る
に
、
当
時
新
た
に
渡
来
し
た
中
国
の

｢

摺
本｣

は
、
そ

れ
ま
で
の
旧
鈔
本
と
比
べ
て
異
文
を
多
く
含
む
い
さ
さ
か
訝
し
い
存
在
に
思
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(�)

。
か
く
し
て
、
我
が
国
に
は

そ
の
後
も
一
貫
し
て
平
安
期
の
旧
鈔
本
が
重
視
さ
れ
、
大
切
に
保
存
、
転
写
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
高
麗
文
壇
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
国

(

宋
朝)

と
の
地
理
的
な
近
さ
の
ゆ
え
に
、
宋
刊
本
の
流
入
が
比
較
的
容
易
に
、
か
つ

大
量
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
日
本
の
『

源
氏
物
語』

『

和
漢
朗
詠
集』

の
よ
う
な
自
国
古
典
籍
に
よ
る
本
文
の
固
定
化
も
少
な

く
、
従
っ
て
高
麗
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
唐
抄
本
よ
り
宋
刊
本
に
移
行
す
る
際
の
微
細
な
誤
刻
や
随
意
な
文
字
の
改
変
に
気
付
く
余
裕
が

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
十
三
世
紀
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
双
方
の

『

白
氏
文
集』

に
は
、
テ
キ
ス
ト
面
で

の
系
統
的
な
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
る

(�)
。
し
か
し
、
印
刷
技
術
の
滲
透
に
よ
る
高
麗
文
壇
の
精
力
的
全
面
的
な
中
国
文
学
受
容
は
、
や

が
て
独
自
の
漢
文
学
の
伝
統
を
確
立
し
、
次
の
李
氏
朝
鮮
王
朝
に
至
っ
て
徐
居
正

(

一
四
二
〇

〜
一
四
八
八)

ら
に
よ
る

『

東
文
選』

『

東
国
通

鑑』

の
編
述
、
詩
文
評
論

『

東
人
詩
話』

の
成
立
に
至
る
。
朝
鮮
半
島
の
漢
文
学
は
、
李
奎
報
以
後
徐
々
に
高
ま
り
を
見
せ
て
ゆ
く
の

で
あ
る
。
他
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ま
さ
し
く
藤
原
定
家
に
そ
の
典
型
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
典
籍
か
ら
得
た
知
識
と
感
性

は
、
次
第
に
部
分
的
、
断
片
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
、
や
が
て
和
文
文
学
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
白
詩
に
学
び
自
ら
も
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
九
、
十
世
紀
の
菅
原
道
真
た
ち
と
は
対
照
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
中
、
数

次
に
わ
た
っ
て
言
及
し
た

『

文
集
百
首』

其
五
十
五

(

恋)

の
定
家
句
題
歌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

舊
枕
古
衾
誰
與
共

(

旧
き
枕
古
き
衾
し
と
ね

誰
と
与
共
と

も

に
か)

床
の
う
へ
に

旧
き
ま
く
ら
も
く
ち
は
て
て

か
よ
は
ぬ
夢
ぞ

と
ほ
ざ
か
り
ゆ
く

十
三
世
紀
の

『

白
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旧
鈔
本

｢

長
恨
歌｣

に
基
づ
く
こ
の
句
題
歌
は
、
白
詩
原
作
に
つ
い
て
の
単
な
る
翻
訳
の
範
疇
を
超
え
、
す
で
に
新
た
な
創
作
の
領
域

に
達
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
は
、
こ
の
藤
原
定
家
た
ち
十
三
世
紀

(

す
な
わ
ち
鎌
倉

初
期)
に
大
き
な
節
目
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
(

１)

こ
の
紀
年
は
原
文

(

中
華
書
局
一
九
七
七
年
排
印
本)

に
拠
る
。
正
確
に
は
そ
の
前
年
た
る
太
平
興
国
八
年

[

九
八
三]

到
着
入
京
、

雍
煕
三
年

[

九
八
六]
帰
国
。����������� ����������������������������

然

入
宋
の
歴
史
的
意
義｣

(
『

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集』

第
五
〇
号

[

日
本
文
化
学
科
編
第
四
号]

二
〇
〇
一
年)

等
を
参
照
。

(

２)

訳
注
と
し
て
石
原
道
博
編
訳

『
新
訂
旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
・
宋
史
日
本
伝
・
元
史
日
本
伝』

(

岩
波
文
庫
一
九
八
六
年)

を
参
照
。
ま
た

こ
の�
然
の
記
事
は
、
宋
初
の
文
人
楊
億

(

九
七
四
〜
一
〇
二
〇)

口
述

『

楊
文
公
談
苑』

に
も
抄
録
さ
れ
て
い
る
。
李
裕
民
輯
校

『

楊
文
公
談
苑』

(

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
三
年)

参
照
。

(

３)

原
文

(

注
１
所
掲)

｢

職
員
今○｣

に
誤
る
。
中
華
書
局
本
校
注
お
よ
び
石
原
道
博
訳
注

(

注
２
所
掲)

に
従
っ
て
改
め
る
。

(

４)

原
文

｢

國
中
有
五
經
書
及
佛
經
、
白
居
易
集
七
十
卷
、
並
得
自
中
國
。｣

こ
の
一
文
は

『

楊
文
公
談
苑』

(

注
２
所
掲)

に
も

｢

國
有
五

經
及
釋
氏
經
教
、
並
得
於
中
國
、
有
白
居
易
集
七
十
卷｣

と
見
え
る
。

(

５)

日
本
に
お
け
る
白
氏
文
集
の
伝
来
と
流
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
最
も
早
い
記
録
と
し
て
金
沢
文
庫
旧
蔵
本『

白
氏
文
集』

(

存
二
十
五
巻)

の
若
干
巻
に
転
抄
さ
れ
る
天
台
僧
慧
萼
の

｢

会
昌
四
年

[
八
四
四]

筆
写｣

の
奥
書
が
有
名
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の�
然
の
発
言
が

決
し
て
誇
大
な
も
の
で
は
な
い
証
拠
に
、
寛
平
三
年

[

八
九
一]
以
前
の
編
集
と
さ
れ
る
藤
原
佐
世

『

日
本
国
見
在
書
目
録』

の

｢

別

集
家｣

目
最
終
行
に

｢

＼
白
氏
文
集
七
十

元
氏
長
慶
集
廿
五

白
氏
長
慶
集
廿
九
巻｣

(

＼
は
合
点
記
号)

と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、
入
宋
に
際
し
て�
然
は
宋
朝
の
図
書
や
出
版
の
情
況
を
か
な
り
細
か
い
部
分
ま
で
知
悉
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。『

宋
史』

に
記
載
さ
れ
る�
然
の
献
上
品
目
に
は
、
金
鏤
紅
羅
の�(
＝
表
紙)

に
水
晶
を
軸
と
し
た

『

鄭
氏
注
孝
経』

一
巻
と

『

越
王
孝
経
新
義』

第
十
五

(

唐
太
宗
の
子
越
王
貞
撰
、
記
室
参
軍
任
希
古
等
の
新
義)

一
巻
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
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以
て

『

宋
史』

日
本
伝
の
編
述
者
は

｢

其
の
国
は
多
く
中
国
典
籍
を
有
す｣

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
６)

清
乾
隆
の
李
調
元
輯

『

函
海』

所
収
。
張
為
の
経
歴
は
傅��
主
編

『

唐
才
子
伝
校
箋』

(

中
華
書
局
一
九
九
〇
年)

参
照
。

(

７)
『

四
部
叢
刊
初
編』

所
収
。
原
文
は

｢

國
朝
能
爲
歌
詩
者
不
少
、
獨
李
太
白
爲
稱
首
。
蓋
氣
骨
高
擧
、
不
失
頌
美
風
刺
之
道
焉
。
厥
後
白

樂
天

『
諷
諫
五
十
篇』

亦
一
時
之
奇
逸
極
言
。
昔
張
爲
作
詩
圖
五
層
、
以
白
氏
爲
廣
大
教
化
主
、
不
錯
矣
。｣

と
。

(

８)
『

蜀
版
大
蔵
経』

(

い
わ
ゆ
る
開
宝
蔵)

は
、
宋
の
開
宝
五
年

[

九
七
二]

雕
造
開
始
、
太
平
興
国
二
年

[

九
七
七]

に
完
成
し
た
と
さ

れ
る
。
竺
沙
雅
章

『

宋
元
仏
教
文
化
史
研
究』

(

汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
年)

そ
の
第
二
部

｢

宋
元
版
大
蔵
経
の
系
譜｣

参
照
。

(

９)
『

白
氏
文
集』
序
巻
お
よ
び

『

元�
集』

巻
五
十
一
所
収
。

(

10)
『

菅
家
文
草』

巻
二

｢
余
近
叙
詩
情
怨
一
篇
呈
菅
十
一
著
作
郎
。
長
句
二
首
偶
然
見�
。
更
依
本
韻
重
以
答
謝｣

[

作
品
番
号
一
一
九]

其
二
の
自
注
に
見
え
る
。
原
文
は

｢

來
章
曰

『

蒼
蠅
舊
讃
元
台
辨
、
白
體
新
詩
大
使
裁』

。
注
云
、
近
來
有
聞
、
裴�
云

『

禮
部
侍
郎
得

白
氏
之
體
。』

余
讀
此
二
句
、
感
上
句
之
不
欺
、
兼
下
文
之
多
詐
。�
和
之
次
、
聊
述
本
情
。
余
心
無
一�

、
身
有
三
官
、�

而
言
之
、

事
縁
恩
奨
。
更
被
勅
旨
、
假
號
禮
部
侍
郎
、
與
渤
海
入
覲
大
使
裴�
相
唱
和
、
詩
惣
九
首
、
追
以
慙
愧
。
故
有
此
四
句
。｣

(

11)
『

名
賢
十
抄
詩』

お
よ
び
そ
の
注
釈
書
『

夾
注
名
賢
十
抄
詩』

に
つ
い
て
は
、
芳
村
弘
道

｢

朝
鮮
本

『

夾
注
名
賢
十
抄
詩』

の
基
礎
的
考

察｣
(

立
命
館
大
学
中
国
藝
文
研
究
会

『
学
林』

第
三
十
九
号
、
二
〇
〇
四
年)

お
よ
び
査
屏
球

｢

新
補
《
全
唐
詩
》
一
百
首

高
麗

《
十
抄
詩
》
中
所
存
唐
人
佚
詩｣

(
『

従
游
士
到
儒
士
―
漢
唐
士
風
与
文
風
論
稿』

所
収
。
復
旦
大
学
出
版
社
二
〇
〇
五
年)

を
参
照
。

特
に

『

十
抄
詩』

成
書
年
代
に
つ
い
て
査
氏
は
、
序
文
中
の

｢

東
都｣

と
い
う
地
名
に
着
目
し
、
高
麗
初
期
の
九
八
七
年
よ
り
一
〇
一

二
年
ま
で
の
間
慶
州
が
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
該
書
を
一
〇
〇
〇
年
前
後
の
成
立
と
推
定
し
て
い
る
。

(

12)

新
間
一
美

『

源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学』

、
同

『

平
安
朝
文
学
と
漢
詩
文』

(

と
も
に
和
泉
書
院
二
〇
〇
三
年)

等
参
照
。

(

13)

定
家
の
歌
論
書

『

毎
月
抄』

に

｢

白
氏
文
集
の
第
一
第
二
帙
の
中
に
大
要
侍
り
。
か
れ
を
披
見
せ
よ
。｣

と
あ
り
、
ま
た

『

詠
歌
大
概』

に
も

｢

白
氏
文
集
第
一
第
二
帙
、
常
可
握
翫
。(

小
字
注)

深
通
和
歌
之
心｣

と
あ
る
。

(

14)

定
家
自
筆
の
当
該
部
分
は
、
現
天
理
図
書
館
所
蔵
。
辻
彦
三
郎『

藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究』

(

吉
川
弘
文
館
一
九
七
七
年)

口
絵
参
照
。

(

15)

白
詩
原
文
は
以
下
の
通
り
。｢

紅
旗
破
賊
非
吾
事
、
黄
紙
除
書
無
我
名
。
唯
共
嵩
陽
劉
處
士
、
圍
棋
賭
酒
到
天
明
。｣

(

16)

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

『

明
月
記』

全
五
冊

(

朝
日
新
聞
社
一
九
九
三
〜
二
〇
〇
三
年)
の
自
筆
本
影
印
参
照
。
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の
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(
17)

拙
著

『

白
居
易

｢

諷
諭
詩｣

の
研
究』

(

勉
誠
出
版
二
〇
〇
〇
年)

上
篇
第
一
章

｢

白
居
易
と
杜
甫

『

人
生
七
十
古
来
稀』

句｣

参
照
。

(
18)

『

新
編
国
歌
大
観

私
家
集
編
Ⅰ』

(

角
川
書
店
一
九
八
五
年)

所
収

｢

拾
遺
愚
草
員
外｣

に
見
え
る
。
な
お
研
究
書
と
し
て
浅
野
春
江

『
定
家
と
白
氏
文
集』

(

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
一
九
九
三
年)

、
佐
藤
恒
雄

『

藤
原
定
家
研
究』

(

風
間
書
房
二
〇
〇
一
年)

、
雋
雪
艶

『

藤

原
定
家

｢

文
集
百
首｣

の
比
較
文
学
的
研
究』

(

汲
古
書
院
二
〇
〇
二
年)

等
を
参
照
し
た
。

(

19)
｢

文
集｣
と
は

｢

白
氏
文
集
を
略
称
し
た
も
の｣

で
は
な
く
、
本
来

｢

文
集｣

と
の
み
称
せ
ら
れ
、
後
に
他
の
別
集
と
区
別
す
る
た
め
に

｢

白
氏
文
集｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
太
田
次
男

『

旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究』

(

勉
誠
社
一
九

九
七
年)

上
巻
第
二
章
第
一
節

｢

そ
の
受
容
を
繞
る
諸
問
題｣

参
照
。

(

20)

慈
円
の
作
品
は

『
新
編
国
歌
大
観

私
家
集
編
Ⅰ』
(

注
18
所
掲)

所
収

｢

拾
玉
集｣

に
見
え
る
。
ま
た
多
賀
宗
隼

『

校
本
拾
玉
集』

(

吉
川
弘
文
館
一
九
七
一
年)
、
石
川
一

｢

慈
円

『

文
集
百
首』

考｣
(

和
漢
比
較
文
学
叢
書
13

『

新
古
今
集
と
漢
文
学』

所
収
。
汲
古
書

院
一
九
九
二
年)

等
を
参
照
。
な
お
、
定
家
と
は
別
に
、
寂
身

(

一
一
九
〇
？
〜
？)

と
い
う
若
い
僧
も
四
〇
題
の
み
を
共
作
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

『

新
編
国
歌
大
観

私
家
集
編
Ⅲ』

(

角
川
書
店
一
九
八
九
年)

所
収

｢

寂
身
法
師
集｣

参
照
。

(

21)

前
掲
注
18
参
照
。

(

22)

白
詩
全
文
は
以
下
の
通
り
。｢

久
病
曠
心
賞
、
今
朝
一
登
山
。
山
秋
雲
物
冷
、
稱
我
清
羸
顏
。
白
石
臥
可
枕
、
青
蘿
行
可
攀
。
意
中
如
有

得
、
盡
日
不
欲
還
。
人
生
無
幾
何
、
如
寄
天
地
間
。
心
有
千
載
憂
、
身
無
一
日
閑
。
何
時
解
塵
網
、
此
地
來
掩
關
。｣

(

23)

こ
の
他
に
も
、
慈
円
が
白
詩
句
を
対
句
で
掲
げ
て
い
る
部
分
を
、
定
家
が
隻
句
の
み
を
題
と
し
て
詠
ん
で
い
る
例
が
百
首
中
十
二
例

(

10
、
13
、
17
、
19
、
20
、
27
、
33
、
37
、
50
、
51
、
58
、
63)

、
慈
円
題
四
句
に
対
し
定
家
題
二
句
に
削
る
も
の
三
例(

65
、
71
、
73)

、

一
句
に
削
る
も
の
一
例

(

95)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
単
に
慈
円
の
原
題
を
略
記
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に

寂
身
の
四
○
題
は
全
て
慈
円
句
題
と
同
文
で
あ
る
。

(

24)

神
鷹�
治

｢

国
書
所
載
の
漢
籍
の
本
文
に
つ
い
て
―

『

文
集
百
首』
を
中
心
と
し
て
―｣

(
『

中
国
読
書
人
の
政
治
と
文
学』

所
収
。
創

文
社
二
〇
〇
二
年)

。

(

25)

慈
円
・
定
家
・
寂
身
の

『

文
集
百
首』

に
は
、
後
世
の
転
写
の
際
に
生
じ
た
ケ
ア
レ
ス
な
筆
誤
に
よ
る
異
文
が
多
い
。
そ
の
異
同
の
詳

細
は
佐
藤
恒
雄
氏
著
書

(

注
18
所
掲)

三
二
九
〜
三
四
〇
頁

｢『

文
集
百
首』

詩
句
校
異
表｣

に
簡
便
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
四
号
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(
26)

『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書』

文
学
篇
第
二
十
一
巻

(

臨
川
書
店
二
〇
〇
一
年)

所
収
。

(
27)

歴
博
本

｢

苦｣

字
の
右
旁
に
は

｢

ハ
ナ
ハ
タ｣

、
左
旁
に
は

｢

タ
ル｣

の
訓
注
が
あ
る
。
な
お
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
那
波
本

『

白
氏

文
集』

に
は
、
諸
刊
本
通
り
本
文
を

｢

空｣

字
に
印
す
る
が
、
そ
の
右
旁
に

｢

ハ
ナ
ハ
タ｣

と
の
書
き
入
れ
が
存
在
す
る
。
明
ら
か
に

空
字
の
訓
で
は
な
い
。
恐
ら
く
金
沢
文
庫
旧
蔵
本

(

現
歴
博
本)

を
直
接
目
睹
し
た
人
物
の
転
写
と
推
定
さ
れ
る
。

(

28)

こ
の
ほ
か
神
鷹
氏
論
文(

注
24
所
掲)

で
は
、『

文
集
百
首』

其
21
句
題｢

青
苔
地○

上
消
殘
雨○

、
緑
樹
陰
前
逐
晩
涼｣

(

白
三
二
六
四
詩)

、

お
よ
び
凡
五
題
に
分
け
て
引
用
さ
れ
る

｢

長
恨
歌｣

の
本
文
を
も
と
に
慈
円
・
定
家
披
見
の
テ
キ
ス
ト
が
旧
鈔
本
の
系
統
に
属
す
る
こ

と
を
論
証
さ
れ
た
。
ち
な
み
に｢

長
恨
歌｣

よ
り
摘
録
さ
れ
た
句
題
は
以
下
の
通
り
。
其
31｢

遲
遲
鐘
漏○

初
長
夜
、
耿
耿
星
河
欲
曙
天｣

、

其
52

｢

夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、
秋○

燈
挑
盡
未
能○

眠｣

、
其
53

｢

行
宮
見
月
傷
心
色｣

(

刊
本
と
の
異
同
な
し)

、
其
54

｢

夜
雨
聞
猿○

斷○

腸○

聲｣

、

其
55

｢

舊
枕
古
衾

○

○

○

○

誰
與
共｣
。

(

29)

天
台
僧
慧
萼
が『

白
氏
文
集』
を
筆
写
し
た
唐
会
昌
四
年[

八
四
四]

(

注
５
参
照)

は
、
我
が
国
仁
明
天
皇
の
承
和
十
一
年
に
当
た
り
、

無
事
帰
朝
を
果
た
し
た
の
は
大
中
元
年
[

八
四
七]

す
な
わ
ち
承
和
十
四
年
七
月
で
あ
る
。
橋
本
進
吉

｢

慧
萼
和
尚
年
譜｣

(

著
作
集
12

『

伝
記
・
典
籍
研
究』

所
収
。
岩
波
書
店
一
九
七
二
年)

参
照
。

(

30)

な
お
、
定
家
が
旧
鈔
本

『

白
氏
文
集』
を
見
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
上
述
の
ほ
か
、
自
筆
本
も
残
る
源
氏
物
語
の
古
注
釈

『

奥
入』

所

引
の
白
詩
本
文
か
ら
も
検
証
さ
れ
る
。
神
鷹�
治

｢『

源
氏
物
語
奥
入』

所
引

｢

長
恨
歌｣

の
本
文
系
統
に
つ
い
て｣

(

東
京
書
籍

『

高

校
通
信
東
書
国
語』

第
二
六
五
号
、
一
九
八
六
年
九
月)

参
照
。
特
に
奥
入
所
引

｢

長
恨
歌｣

は
、｢

ふ
る
き
枕
ふ
る
き
衾
、
誰
と
共
に

か｣
(

源
氏
・
葵)

の
出
典

(｢

舊
枕
故
衾
誰
與
共｣)
と
な
る
た
め
に
も
、
旧
鈔
本
系
統
の
本
文
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
後
述
。

(

31)

金
卿
東

｢

韓
国
に
お
け
る
白
居
易｣

(

日
訳
は
丸
山
茂
、『
白
居
易
研
究
講
座』

第
五
巻
、
勉
誠
社
一
九
九
四
年)

、
ま
た
同
氏

｢

高
麗
朝

の
詩
人
李
奎
報
に
お
け
る
白
詩
受
容｣

(

九
州
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

東
ア
ジ
ア
の
中
の
白
楽
天｣

予
稿
集
二
〇
〇
四
年
十

一
月
十
三
日
、
な
お
同
予
稿
文
は
の
ち
和
漢
比
較
文
学
会

｢

和
漢
比
較
文
学｣

三
十
四
号
に
も
再
録
、
二
〇
〇
五
年
二
月)

。

(

32)

前
掲
注
31
九
大
Ｃ
Ｏ
Ｅ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
時
の
金
氏
配
布
資
料
に
基
づ
く
。

(

33)

高
麗
文
人
に
お
け
る
宋
詩
風
の
流
行
に
つ
い
て
は
鄭�
謨

｢

高
麗
朝
に
お
け
る
杜
詩
受
容
―
李
奎
報
を
中
心
と
し
て
―｣

(

京
都
大
学

｢

中
国
文
学
報｣

第
六
十
九
冊
、
二
〇
〇
五
年
四
月)

参
照
。
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(
34)

前
掲
注
26

『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書』

文
学
篇
21
そ
の
六
十
八
頁
参
照
。
な
お
本
詩
巻
奥
書
に
は
①

｢

寛
喜
三
年

[

一

二
三
一]

正
月
廿
八
日
書
之
、
但
馬
房
書
写
之｣

、
②

｢

同
二
月
二
日
加
點
了
、
左
金
吾
校
尉
原
奉
重｣

、
③

｢

嘉
禎
二
年

[

一
二
三
六]

三
月
十

一
日
比
校
唐
本
了｣

、
④

｢

建
長
四
年

[

一
二
五
二]

正
月
三
日
傳
下
貴
所
御
本
校
點
又
了｣

の
四
つ
の
記
述
が
あ
る
。
本
稿
に
い
う
第
二
次

校
勘
時
と
は
奥
書
③
の
時
点
を
い
う
。
ま
た
、
現
在
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
那
波
本

『

白
氏
文
集』

は
、
江
戸
初
期
の
天
海
僧

正

(
？
〜
一
六
四
三)

の
書
入
れ
を
有
す
る
貴
重
な
校
本
で
あ
る
が
、
こ
の
天
海
本
の
巻
十
四
に
は
Ａ

｢

保
安
二
年

[

一
一
二
一]

六
月
十

四
日
以
平
祐
俊
之
本
拭
汗
自
點
了
、
藤
宗
重｣

、
Ｂ

｢

元
亨
三
年

[

一
三
二
三]

九
月
廿
四
日
以
□
本
點
了
、
性
全｣

[

□
…
一
字
不
明
、
謡

か
？]

二
行
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
該

｢

江
楼
月｣

詩
第
一
行
上
欄
外
に
は
ま
さ
し
く

｢

池｣

字
の
校
記
が
見
え
る
。

(

35)

な
お
九
世
紀
、
す
な
わ
ち
印
刷
本

『

白
氏
文
集』

流
入
以
前
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
日
本
と
同
じ
く
旧
鈔
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
読
ま
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
掲
注
９
所
引
の
い
わ
ゆ
る

｢�
林
の
賈
人｣

の
一
事
を
以
て
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。

(

36)

そ
の
一
証
と
し
て
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
の
校
訂
者
豊
原
奉
重
の
た
び
重
な
る
校
訂
作
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
奉
重
は
、
①

寛
喜
三
年

[

一
二
三
一]

〜
貞
永
元
年

[
一
二
三
二]

、
②
嘉
禎
二
年

[

一
二
三
六]

、
そ
し
て
③
建
長
四
年

[

一
二
五
二]

の
都
合
三
次
に
わ
た
っ
て

『

白

氏
文
集』

を
筆
写
・
校
訂
し
た
が
、
②
の
校
訂
は

｢

唐
本｣

(

旁
注
で
は
摺
本)

、
③
の
校
訂
は

｢

傳
下
貴
所
之
御
本｣

に
拠
る
と
す
る
。

し
か
も
②

｢

摺
本｣

の
異
文
は
、
本
文
脇
に
旁
注
さ
れ
る
の
み
で
、
多
く
は
正
文
と
は
認
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
奉

重
が
③

｢

伝
え
下
せ
し
貴
所

か
し
こ
ど
こ
ろの
御
本｣

に
よ
る
再
校
を
欲
し
た
理
由
は
、
宋
よ
り
渡
来
し
た
刊
本
が
あ
ま
り
に
も
誤
謬
字
を
多
く
含
む

た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
③
に
い
う

｢

貴
所｣
と
は

｢

冷
泉
宮｣

で
あ
る
と
の
朱
筆
が
金
沢
本
巻
四
十
七
と
巻
五
十
二
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
定
家
の
子
藤
原
為
家
の
所
蔵
本
と
考
え
て
よ
い
か
、
専
家
の
示
教
を
仰
ぎ
た
い
。

(

37)

な
お
、
か
か
る
朝
鮮
半
島
の

『

白
氏
文
集』

も
ま
た
、
こ
の
時
を
分
岐
点
と
し
て
中
国
本
土
の

『

白
氏
文
集』

の
テ
キ
ス
ト
改
変
の
流

れ
と
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
十
六
世
紀
末
、
秀
吉
の
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱

(

文
禄
・
慶
長
の
役)

に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
た
朝
鮮
版

『

白
氏
文
集』

が
、
当
時
も
は
や
中
国
本
土
に
は
伝
存
し
な
い

｢

前
集
後
集
本｣

で
あ
り
、
そ
れ
が
京
の
那
波
道
円
に
よ
っ
て
覆
刻
出
版

さ
れ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
書
誌
的
な
流
れ
を
知
る
上
で
、
象
徴
的
な
事
実
で
あ
る
。
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